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 要 旨   
目的： 
本研究は，第 2 次世界大戦以降のアメリカ合衆国における自殺率が，1 人あたりアルコー

ル消費量の変化によってどのように影響されたかについて，男女別に推定することを目的

とした。 
方法： 
分析には 1950年から 2002年の年間自殺率と 1人あたりのアルコール消費量(総量と種類

別)を用いた。時系列データの分析には，ARIMA(AutoRegressive Integrated Moving 
Average)モデルと呼ばれている Box-Jenkins 法を用いた。性別のモデルは，総アルコール

摂取量とアルコールの種類別の両方を指標として，性年齢別モデル(15-34 歳，35-54 歳，

55-74 歳，75 歳以上)では，総アルコール摂取量のみを指標として推定した。 
結果： 
性別の時系列モデルによる分析結果は，総アルコール摂取量とアルコールの種類別のど

ちらも，男性の自殺率と統計上有意ではなかった。女性では，総アルコールの予測値（0.059）
は 10%の危険率で，スピリッツの予測値（0.152）は 5%の危険率で女性の自殺率と統計上

有意だった。性年齢別の分析では，女性では，各年齢別グループ(74 歳以上を除く)で，自

殺率と正の関係であったが，統計上有意な推定がみられたのは 55-74 歳だけであった。 
結論： 
本研究の結果は，アメリカ合衆国における 1 人あたりアルコール消費量が，女性の自殺

率を変化させていることを意味しているが，男性の自殺率は影響されない。 
 

 




